
（別紙３）

～ R7年　2月　21日

（対象者数） 37 （回答者数）
18

～ R7年　2月　21日

（対象者数） 16 （回答者数）
12

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・法人の理念である、『なりたい自分』になる為の子どもの

成長力をえんぱわをしていきます。子ども達自信の『やって

みたい！！』気持ちを引き出し、要望があった際には、可能

な限り実現できるように努めていきます。

2

・保護者の方からの、進学先・就労・将来についての悩み相

談の需要があることから、当事業所で開催している先輩ス

タッフを交えたお話会の案内などの情報提供を充実させてい

きます。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

可能な限り、最善な方法を検討した結果、希望に添えない場

合には、同事業所の相談支援と連携をし、他事業所の情報提

供を行う。

2

3

・支援学校・地域学校双方に通う多様な特性を持った異年齢

の児童同士での集団的活動を経験することにより、『先輩は

後輩の為に・・』『後輩は先輩の姿を見て・・』など、様々

な気づきと『社会生活スキル』の獲得が期待できます。ま

た、活動場所が2階建ての民家の為、『自宅で過ごす力』を身

に付ける為、家庭的な雰囲気を大事にしています。

・活動の中で、『個々』『集団』と活動内容を分けてスケ

ジュールを設定しています。スケジュールの提示や本児の意

思確認は、個々の認知やコミュニケーションスキルに合わせ

て、工夫をしています。また、個々の特性や活動内容に応じ

て、スタッフが臨機応変に対応ができるように配置をしてい

ます。

同事業に、児童発達・相談支援・保育所等訪問支援等の事業

も展開しており、必要に応じて、情報共有や連携を敏速に行

うことができます。

・ケース共有会議における事例の検討や、日々の報告・連絡

を密に行い、利用者さんの状態を共有しています。また相

談・連携においてはすぐに対応するようにしています。

（例）相談支援：デイサービス利用日の調整、施設支援：学

校との連携。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・利用希望の方の受け入れができない。

・男性スタッフが少ない。

・男性スタッフが少ないので、異性介助になってしまうこと

がある。

・運転手が十分に確保できておらず、下校時間が変動する地

域の小学校への迎えの対応ができない。

R7年　1月 30　日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
R7年　10月　21日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 ぴーすの児童デイぱんだ

○保護者評価実施期間
R7年 1月 20　日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


